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経口薬であることの
メリット

疥癬の治療薬には従来より使用され

ている硫黄剤をはじめ，安息香酸ベン

ジル，クロタミトン（オイラックス®），

γ-BHC（リンデン），ペルメトリン（エ

リマイトクリ－ム®）などがある（表

２）．このなかで疥癬に対して保険の

適用が認められているのは硫黄剤のな

かの有機硫黄剤のみである．製品にな

っているのはオイラックス®のみで，

その他の薬物は医師の全責任のもとに

調整し使用されている．

しかもこれらはすべて外用薬であ

る．外用薬による疥癬の治療の大原則

は全身にくまなく塗布することであ

る．疥癬は高齢者に発症が多い．認知

症，寝たきり，四肢の麻痺などがある

高齢者に対して薬物の全身塗布はきわ

めて困難で，看護･介護スタッフに多

大な労力を強いている．現在なお高齢

者施設などで疥癬の集団発生が続き，

その治療に手を焼いているのが現状で

ある．

一方，疥癬の治療薬として今年から

公的に使えるようになったイベルメク

チンは経口薬であり，看護･介護側の

労力を軽減してくれるし，治療を受け

る側にも薬物の全身塗布による不快感

がない．また，集団発生の場合の治療

の原則は一斉治療であり，外用薬では

一斉治療が難しい状況にあった．しか

し，経口薬イベルメクチンの投与で一

斉投与は容易になったといえる．

さて，イベルメクチンとはどのよう

な薬物で，どのように治療に用いられ

るのか説明していくことにしよう．

イベルメクチンとは

イベルメクチンは，微生物代謝産物の

研究で知られる北里研究所の大村智所

長により静岡県･伊東市川奈の土より分

離された放線菌Streptomyces avermitilis

の産生するabermectinB1の誘導体の

複合物であり，マクロライド系化合物

である．

作用機序は抑制性神経伝達物質であ

るGABAに関連し，神経刺激を遮断し

て寄生虫を麻痺させ死滅させる．した

がってGABA機構をもつ線虫や節足動

物には効果があるが，この機構のない

吸虫や条虫には効果がない．疥癬の原
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表２　疥癬治療薬

製　品 毒性 効果 デメリットなど

硫黄剤 ５～１０％* 低い 弱い 臭気，刺激性

有機硫黄剤 ３３％* 低い 弱い 臭気

安息香酸ベンジル なし**，１２.５～３５％ 中程度 中程度 強い刺激性

クロタミトン オイラックス®（１０％含有） 中程度 中程度 ときに接触皮膚炎

ペルメトリン 国内にはない（アメリカ），エリマイトクリーム®（５％含有） 低い 強い 刺激性，接触皮膚炎

γ-BHC（リンデン） 国内にはない（アメリカ），Kwell（１％含有） 高い 強い 頭痛など

イベルメクチン ストロメクトール®（３mg/錠） 高い 強い 爪疥癬には無効　角化型疥癬には外用薬併用

＊他剤との合剤がある　＊＊製品としてはない


